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健康ホットライン 
善意銀行だより 
けいじばん 

　８月２２日（土）、小代区秋岡のいきいきサロンで高齢者と
子ども会の親子らが交流を深めました。 
　秋岡区では福祉委員さんを中心に毎月サロンを開催してい
ますが、世代を超えた交流会は今回が初めて。青空の下、約
５０名が参加しておしゃべりしながらお団子づくりやそうめ
ん流しを楽しみました。 
　子どもたちはお団子丸めを手伝ったり順番でそうめんを流
したりするなど、めったに出来ない体験に大喜び。また、高
齢者は元気に駆け回る子どもたちの姿をうれしそうに眺めて
いました。 
　お腹いっぱいになった後はみんなでビンゴゲームをして盛
り上がりました。   

サロンで世代を越えて交流 サロンで世代を越えて交流 
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４
年
を
か
け
香
美
町
内
全
集
落
で
開
催 
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懇
談
会
開
催
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催
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告 
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懇
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催
報
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催
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告 
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懇
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催
報

福
祉
懇
談
会
開
催
報
告 
福
祉
懇
談
会
開
催
報
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香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
域
福
祉
推
進
第
１
次
五
ヶ
年
計

画
に
基
づ
き
平
成
18
年
度
よ
り
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
福
祉
懇
談

会
を
平
成
21
年
度
も
18
集
落
で
開

催
し
、
８
月
７
日
︵
金
︶
を
も
っ
て

香
美
町
内
１
２
０
全
集
落
で
の
福

祉
懇
談
会
の
開
催
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
福
祉
懇
談
会
で
は
、
地
域
福
祉

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
香
美

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事
業

や
財
源
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
し

た
。

　
福
祉
懇
談
会
の
開
催
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
区
長
様
を
始
め
多
く

の
住
民
の
皆
さ
ま
に
多
数
ご
出
席

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、

ご
要
望
は
、
運
営
に
活
か
す
他
、

行
政
に
も
意
見
を
伝
え
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
第
二
次
地
域
福

祉
推
進
計
画
の
策
定
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
福
祉
懇
談
会
の
中
で
住
民
の
皆

様
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見

等
に
つ
い
て
一
部
紹
介
い
た
し
ま

す
。
︵
平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度

よ
り
抜
粋
︶

①
合
併
に
よ
り
起
き
た
福
祉
課
題
、

　
意
見

　町
か
ら
の
受
託
事
業

・
外
出
支
援
の
利
用
が
出
来
て
い

　
た
足
の
悪
い
人
が
利
用
で
き
な

　
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
。
バ
ス

　
停
ま
で
杖
を
つ
い
て
歩
い
て
い

　
く
の
が
大
変
そ
う
だ
。

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
が
あ
る
が
、
公

　
共
バ
ス
と
の
連
絡
も
悪
く
利
用

　
し
に
く
い
。

・
小
代
区
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
昼

　
食
、
夕
食
が
あ
っ
た
が
、
平
成

　
20
年
度
か
ら
夕
食
の
み
に
な
っ

　
て
し
ま
い
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

　
た
。

　社
協
会
費

・
社
協
会
費
が
統
一
さ
れ
る
が
、

　
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
格
差

　
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
地
域

　
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
を
同
じ
よ
う

　
に
充
実
し
て
欲
し
い
。
住
民
の

　
生
活
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に

　
事
業
も
統
一
し
て
欲
し
い
。

・
合
併
後
、
会
費
な
ど
徴
収
さ
れ

　
る
も
の
す
べ
て
が
値
上
が
り
し
、

　
年
金
は
下
が
る
。
年
金
受
給
者

　
の
生
活
が
厳
し
い
。

②
将
来
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に

　
対
す
る
不
安
や
意
見

・
ま
も
な
く
車
の
運
転
が
で
き
に

　
く
く
な
る
年
齢
に
な
る
。
将
来
、

　
交
通
機
関
が
不
便
に
な
る
と
困

　
る
。
不
安
だ
。

・
社
協
な
ど
福
祉
に
お
世
話
に
な

　
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

　
社
協
の
財
源
が
厳
し
く
な
る
と

　
将
来
的
に
も
不
安
に
な
る
。

・
高
齢
化
率
が
高
く
な
る
の
で
社

　
協
に
は
期
待
を
し
て
い
る
。
し

　
か
し
自
ら
の
健
康
の
保
持
、
地

　
域
の
中
で
普
段
の
付
き
合
い
が

　
大
切
で
、
こ
の
当
た
り
前
の
こ

　
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
。

・
高
齢
化
の
問
題
は
、
村
岡
、
小

　
代
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
思

　
う
。
人
は
毎
年
一
つ
年
を
と
る

　
の
で
、
香
住
に
と
っ
て
も
身
近

　
な
問
題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
コ

　
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
︵
病
院

　
や
学
校
校
舎
の
空
き
教
室
な
ど

　
を
利
用
し
駅
、
店
、
診
療
所
が

　
近
く
に
あ
る
高
齢
者
向
け
住
宅

　
構
想
︶
を
将
来
考
え
て
欲
し
い
。

・
ど
こ
も
そ
う
で
す
が
独
身
者
の

　
方
が
大
変
多
い
。
後
継
者
が
お

　
ら
れ
ず
世
帯
数
が
ど
ん
ど
ん
少

　
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
心
配

　
だ
。
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９
月
３
日
︵
木
︶
、
７
日
︵
月
︶
、
10
日
︵
木
︶
村
岡

区
に
お
い
て
３
会
場
に
分
か
れ
福
祉
・
防
災
マ
ッ

プ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
の
第
３
回
目
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
る
た

め
集
落
、
香
美
町
、
香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

協
働
し
進
め
て
い
ま
す
。

　
８
月
に
は
、
台
風
９
号
に
よ
り
兵
庫
県
内
に
も

大
き
な
爪
あ
と
が
残
り
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
被

災
地
の
支
援
に
入
っ
た
講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
く
ら
ネ

ッ
ト
石
井
布
紀
子
氏
や
香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
が
現
地
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
普
段
か
ら

要
援
護
者
の
方
の
情
報
を
登
録
し
集
落
、
行
政
、

社
協
が
共
有
し
て
い
た
こ
と
で
迅
速
な
人
命
救
助

が
行
わ
れ
た
等
、
今
回
の
災
害
か
ら
も
さ
さ
え
あ

い
・
要
援
護
者
マ
ッ
プ
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
集
落
の
日
常
の
つ
な
が
り
が

災
害
の
際
、
情
報
伝
達
や
支
援
活
動
に
も
影
響
し

て
い
た
こ
と
な
ど
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
災
害
時
一
人
で
は
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
い
方
︵
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
等
︶
を
支

援
す
る
た
め
、
さ
さ
え
あ
い
・
要
援
護
者
マ
ッ
プ

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
大
切
な
集
落
へ
の
登
録
方

法
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
第
３
回
目
の
研
修
会
終
了
後
か
ら
、
村
岡
区
全

域
に
お
い
て
さ
さ
え
あ
い
・
要
援
護
者
登
録
を
進

め
て
い
ま
す
。
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
要
援
護
者
登
録
の
対
象
と
な
る
方

　
災
害
時
一
人
で
は
避
難
で
き
な
い
方
や
不
安
の

あ
る
方
、
障
害
の
あ
る
方
な
ど

○
申
請
方
法

　
登
録
の
対
象
と
な
る
方
は
、
集
落
の
区
長
、
民

生
・
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
登
録
の
申
請
書
は
、
区
長
、
民
生
・
児
童

委
員
、
福
祉
委
員
宅
に
あ
り
ま
す
。

・
登
録
用
紙
の
申
請
期
限

　
集
落
の
区
長
へ
平
成
21
年
10
月
20
日
︵
火
︶
ま
で

　
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
記
載
さ
れ
た
内
容
は
災
害
時
の
救
援
活
動
、
平

　
常
時
の
見
守
り
活
動
、
防
災
訓
練
等
に
活
用
し

　
ま
す
。 

※
記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
に
基
づ
き
個
人
情
報
保
護
を
徹
底
し
て
い
ま
す

　
の
で
、
同
意
な
く
第
三
者
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 
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・
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揮 

福
祉
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防
災
マ
ッ
プ
が
災
害
時
大
き
な
力
を
発
揮 

村
岡
区

村
岡
区
福
祉
福
祉
・
防
災
マ

防
災
マ
ッ
プ
フ
プ
フ
ォ
ロ
ー
ア

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

プ
研
修
会 
村
岡
区

村
岡
区
福
祉
福
祉
・
防
災
マ

防
災
マ
ッ
プ
フ
プ
フ
ォ
ロ
ー
ア

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

プ
研
修
会 
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岡
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祉
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「里親」になりませんか？ 「里 親」になりませんか？ 「里 親」になりませんか？ 
　私たちの身近には、さまざまな事情により家族と一緒に暮らす
ことのできない子どもたちがいます。兵庫県では、子どもたちを
家族の一員として温かく迎え入れ、深い愛情と正しい理解をもっ
て育ててくださる「里親」を求めています。 

○里親の種類は？ 
　里親の種類には、「養育里親」「養子縁組里親」「親族里親」「専門里親」があります。 
　この他にも、週末や正月、夏休みなどに児童養護施設の子どもたちを一時的に預かって
　いただく週末里親・季節里親もあります。 
○里親になるには？ 
　事前に研修（基礎研修・認定前研修）の受講および登録申請を行い、知事からの認定を
　受け、里親登録された方が「里親」になります。 
　－お問い合わせ先－ 
　　　豊岡こども家庭センター　電話０７９６－２２－４３１４ 
 　　　（豊岡市幸町１－８） 

～10月は里親月間～ 
zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

村
岡
区 

　
さ
さ
え
あ
い
・
要
援
護
者
登
録
に
つ
い
て 
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収
集
ボ

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

収
集
ボ

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

古
切
手
等
の
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
８
月
分
︵
預
託
順
・
敬
称
略
︶

古
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク
・
は
が
き
・
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド

〔
香
住
支
所
〕

　

下
　
浜
　
　
庵
月

　

沖
　
浦
　
　
青
木
喜
實
夫

　

香
　
住
　
　
毛
戸
工
業
㈱

　

香
　
住
　
　
川
端
　
敏
彦

　

沖
　
浦
　
　
松
井
　
晃
一

　

七
日
市
　
　
業
務
用
食
品
ス
ー
パ
ー
香
住
店

　

七
日
市
　
　
紺
屋
堂
書
店

　

香
　
住
　
　
小
柴
　
奈
美

〔
村
岡
支
所
〕

　

村
　
岡
　
　
村
岡
地
域
局

　

村
　
岡
　
　
西
垣
美
砂
子

　

村
　
岡
　
　
上
田
　
　
優

　

日
　
影
　
　
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
や
ま
も
と

　
そ
の
他
に
も
、
匿
名
で
多
く
の

方
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ボランティアの輪を広げませんか？ 

香美町ボランティア交流会 香美町ボランティア交流会 
と　　き 平成２１年１０月３１日（土） 午前１０時～ 　　 午後３時３０分 

参 加 費 ５００円 持 ち 物 タオル、軍手 

送迎について 村岡区・小代区についてはマイクロバスで送迎を行います。 

申込締切 平成２１年１０月２０日（火） 
申 込 先 所属ボランティアグループの代表者または香美町社会福祉協議会 

各支所までお申込ください。 

参加対象 ボランティアグループ会員、個人ボランティア、ボランティア活動 
に関心のある方 

（香住区香住100－2） 
午前１０時までに受付を 
　　　　　　すませてください。 

会　　場 香住文化会館３階 大集会室 

主催／香美町ボランティアセンター・香美町社会福祉協議会 

内　　容 ○ボランティアグループ活動発表 
　　　　香住区　香住高校ボランティア同好会 
　　　　　　　　ＮＰＯ法人たじま海の学校 
　　　　村岡区　村岡ボランティア連絡会 
　　　　　　　　野外活動リーダークラブ キャプテン 
　　　　小代区　みかた調理ボランティアの会 
　焼きちくわ体験と３Ｂ体操で交流 
　（会場：香美町海の文化館・香住Ｂ＆Ｇ海洋センター） 
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昨年自主制作されたＣＤも 
販売されています。 
詳しくは各支所まで。 

▲
 

　「
ご
協
力
あ
り
が
と
う 

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

　第
29
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
実
行
委
員
長
　
中
島
　
功

　
﹁
い
っ
し
ょ
に
あ
る
こ
う
﹂
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
第
29
回
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
も
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
毎
回
ほ
と
ん
ど
の
発
表
曲
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
、
応
募
者
の
方
の
詞

を
大
切
に
し
な
が
ら
音
楽
ス
タ
ッ

フ
は
６
月
か
ら
練
習
を
始
め
ま
す
。

当
日
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

皆
様
、
出
演
い
た
だ
い
た
小
・
中

学
校
関
係
者
や
友
情
出
演
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
よ
り
、
こ
の
手
作
り
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
続
い
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
愛
知
県
を
は
じ
め
多
く
の

作
詞
者
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、

皆
様
と
ふ
れ
コ
ン
と
い
う
時
を
﹁
い

っ
し
ょ
に
歩
い
て
い
る
﹂
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
来
年
は
い
よ
い
よ
30
回
目
を
迎

え
ま
す
。
歌
・
演
奏
・
音
響
照
明
・

ス
テ
ー
ジ
進
行
を
は
じ
め
、
受
付
・

撮
影
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お

力
を
い
た
だ
き
み
ん
な
の
手
で
第

30
回
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

得
意
な
分
野
で
関
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
方
は
香
美
町
社
会
福
祉
協
議

会
香
住
支
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

れ
ば
幸
い
で
す
。

第
29
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 
第
29
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 
第
29
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 
第
29
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

地
域
地
域
と
と
も
と
も
に
あ
ゆ
あ
ゆ
む 

地
域
地
域
と
と
も
と
も
に
あ
ゆ
あ
ゆ
む 

地
域
と
と
も
に
あ
ゆ
む 

〜
村
岡
高
等
学
校
〜 

　
村
岡
高
等
学
校
で
は
、
ク
ラ
ブ

活
動
の
１
つ
と
し
て
﹁
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
﹂
が
あ
り
、
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
10
名
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
、
大
切
に
育
て
た
花
を
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
は
、
部
員

全
員
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
ケ
ー

キ
を
、
福
祉
施
設
や
保
育
園
な
ど

に
毎
年
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の

シ
ー
ツ
交
換
や
清
掃
活
動
な
ど
の

継
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
部
長

の
今
井
萌
絵
さ
ん
は
、
﹁
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
と
、
い

ろ
ん
な
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
、
た
く
さ
ん
の
﹃
あ
り
が
と
う
﹄

を
言
っ
て
も
ら
い
、
い
つ
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
﹂
と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
冬
期
に
は
生
徒

有
志
が
集
ま
り
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

つ
つ
じ
の
里
な
ど
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
地
元
村
岡
で
活
力
あ
る

若
い
た
く
さ
ん
の
力
で
地
域
の
福

祉
を
支
え
て
い
け
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

gggggggggggggggggg

〜
８
月
23
日（
日
）、
香
住
区
中
央
公
民
館
に
て
開
催
〜 
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稲
刈
り
が
終
わ
り
、
農
繁
期
の
疲
れ
が
で
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

今
回
は
身
体
の
動
き
を
よ
く
す
る
た
め
の
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

・
腰
の
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
運
動 

・
全
身
を
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
運
動 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い 「
き
ら
く
会
」

「
き
ら
く
会
」開
催
開
催 

「
き
ら
く
会
」

「
き
ら
く
会
」開
催
開
催 

「
き
ら
く
会
」

「
き
ら
く
会
」開
催
開
催 

「
き
ら
く
会
」開
催 

　
９
月
１
日
︵
火
︶
、
村
岡
区
内
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
﹁
き
ら
く
会
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
民
生
委
員
児
童
委
員
女
性
部
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
丹
波
市
で
、

ぶ
ど
う
狩
り
や
会
食
、
お
買
い
物
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
年
１
回
の
お
出
か
け
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
バ
ス
の
中
や
昼
食
会
場
で
は
参
加
者

の
皆
さ
ん
と
の
再
会
に
話
も
は
ず
み
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
﹁
普
段
は
遠
く

ま
で
外
出
は

出
来
な
い
か
ら
、

年
１
回
楽
し

み
に
し
て
い

ま
す
。
﹂
﹁
ま

た
来
年
元
気

で
会
い
ま
し

ょ
う
﹂
と
話

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
香
住
ひ
ま
わ
り
苑
・
共
同
作
業
所
で
は
、

毎
月
１
回
、
﹁
セ
レ
ブ
に
な
る
デ
ィ
！
﹂

と
し
て
、
一
般
常
識
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
Ｔ

Ｐ
Ｏ
︵
時
・
場
所
・
場
合
︶
に
合
わ
せ
た
服

装
、
挨
拶
、
健
康
、
食
物
な
ど
に
つ
い
て
、

毎
回
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　
８
月
は
﹁
ひ
ま
わ
り
畑
で
実
っ
た
野
菜

を
食
べ
よ
う
！
﹂
と
、
香
美
町
役
場
健
康

課
の
栄
養
士
・
吉
田
め
ぐ
み
さ
ん
に
健
康

に
良
い
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
カ
レ
ー
ピ
ラ

フ
・
コ
ロ
コ
ロ
サ
ラ
ダ
・
夏
野
菜
ス
ー
プ

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
で
育
て
た
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ

ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、

な
す
、
か
ぼ
ち

ゃ
が
、
美
味
し

い
昼
食
に
変
わ

っ
て
テ
ー
ブ
ル

に
並
び
、
喜
び

も
ひ
と
し
お
。

そ
の
後
は
皆
で

楽
し
く
完
食
し

ま
し
た
。

香
住
ひ
ま
わ
り
苑
・
共
同
作
業
所 

「
セ
レ

「
セ
レ
ブ
に
な
る
デ
ィ
　
」
　
」 

「
セ
レ

「
セ
レ
ブ
に
な
る
デ
ィ
　
」
　
」 

「
セ
レ

「
セ
レ
ブ
に
な
る
デ
ィ
　
」
　
」 

「
セ
レ
ブ
に
な
る
デ
ィ
　
」 

！ ！ ！ ！ 

〜
夏
野
菜
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
！
〜 

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

健
康
ホ
ッ
ト
ラ
ト
ラ
イ
ン 

健
康
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

１
．
い
す
に
座
っ
て
す
る
運
動 

２
．
寝
転
が
っ
て
す
る
運
動 

①おへそを突き出すように
　腰を伸ばす。（５回） 

①ゆっくり寝返りをする。 
　このとき、体をねじるよ
　うに意識します。 
　左右数回繰り返して行う。 

最後は深呼吸で、呼吸を調えてください。 ②腕を組み、身体を
　ひねる。 
　首、肩も一緒に回
　すと、よりしっか
　りひねることがで
　きます。 

（左右各３回） 

（注）筋肉や関節に痛みや違和感
　　 があれば無理をせず、体調
　　 にあわせて行ってください。 
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善
意
銀
行
だ
よ
り 
善
意
銀
行
だ
よ
り 
善
意
銀
行
だ
よ
り 

︵
平
成
21
年
８
月
１
日
〜
31
日
︶
︵
預
託
順
・
敬
称
略
︶

　
・
香
典
返
し

　
　
油
　
良
　
　
山
田
　
建
二

　
　
余
　
部
　
　
北
村
与
四
郎

　
　
大
阪
市
　
　
北
村
　
賢
治

　
　
一
日
市
　
　
吉
田
　
　
寛

　
　
油
　
良
　
　
井
村
　
壽
之

　
　
香
　
住
　
　
北
村
　
　
香

　
　
上
　
計
　
　
宮
本
　
忠
廣

　
　
一
日
市
　
　
山
口
　
兆
一

　
　
若
　
松
　
　
中
村
　
友
裕

　
　
三
　
川
　
　
原
田
　
耕
治

　
　
沖
　
浦
　
　
松
井
　
義
輝

　
　
香
　
住
　
　
竹
内
よ
し
江

　
　
一
日
市
　
　
稲
葉
　
静
夫

　
　
七
日
市
　
　
宇
田
　
　
匠

　
　
隼
　
人
　
　
藤
原
　
孝
彦

　
・
福
祉
の
志

　
　
駅
前
壮
年
会

　
・
物
品
預
託

　
　
三
　
川
　
　
原
田
　
耕
治

介
護
用
品

　
・
香
典
返
し

　
　
石
　
寺
　
　
井
口
　
義
信
　

　
　
神
　
場
　
　
上
治
　
三
美
　

　
　
熱
　
田
　
　
田
淵
　
條
子

　
預
託
金
合
計 

　
　
　
　
　
６
５
０
，
３
２
７
円 

○
お
名
前
・
金
額
は
、
預
託
者
本
人
の

　
ご
意
向
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

香

住

支

所 

　
・
香
典
返
し

　
　
村
　
岡
　
　
今
岡
　
敏
行

　
　
大
　
野
　
　
山
根
　
　
篤

　
　
長
　
板
　
　
才
田
　
誠
二

　
　
村
　
岡
　
　
中
島
　
　
昭

　
　
山
　
田
　
　
小
西
　
泰
治

　
　
長
　
須
　
　
大
岸
　
元
雄

　
・
福
祉
の
志

　
　
射
添
中
学
校
生
徒
会

　
　
日
　
影
　
　
山
根
ま
つ
の

　
　
匿
　
名

　
・
物
品
預
託 

　
　
匿
　
名
　
　
テ
レ
ビ
１
台

村

岡

支

所 

小

代

支

所 

『地域の福祉、みんなで参加』 

赤い羽根共同募金運動 赤い羽根共同募金運動 赤い羽根共同募金運動 
無料調停相談の 
お 知 ら せ 

　本年度も１０月１日から全国一斉に赤い羽根共同
募金が始まります。 
　寄せられた募金は、来年度９割が香美町に還元され、
様々な地域福祉事業に使われます。 
　昨年同様、皆さまのあたたかいご支援、ご協力を
お願い申し上げます。 

日　　時　平成２１年１０月１４日（水） 
　　　　　午前９時３０分～午後３時まで 

場　　所　豊岡市日高農村環境改善センター 
（豊岡市日高町国分寺850）　　 

　※予約は不要です。 
　※相談は無料で、秘密は厳守されます。 

相談員　豊岡調停協会　調停委員　　 
主　催　財団法人　日本調停協会連合会 

－お問い合わせ先－ 
　　豊岡簡易裁判所　庶務課 
　　　ＴＥＬ０７９６－２２－２３０４ 

相談内容　交通事故、公害問題、土地建物、
　　　　　金銭の貸し借りなど民事上のも
　　　　　めごと、離婚、子の面接問題、
　　　　　慰謝料、相続、財産分与など家
　　　　　事上のもめごとおよび戸籍上の
　　　　　問題など 

○寄付金が５千円を超える額の場合 
　【所得税に係る寄付金控除額】 
　次の金額が課税対象となる所得金額から控除されます。 
　寄付金額（年間所得の40％を限度とする額）－5千円 
　【住民税に係る寄付金税額控除額】 
　次の金額が納付すべき住民税の額から控除されます。 
　｛寄付金額（年間所得の30％を限度とする額）－5千円｝×10/100

税制上の優遇措置について 

個人の寄付 

　株式会社などの法人の場合は、寄付される
金額について「全額損金」扱いとされます。 

法人の寄付 
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この広報誌は共同募金配分金の一部を活用し 
作成しています。 

〒669－6545
香美町社会福祉協議会（本所） 
美方郡香美町香住区森31－1

TEL 0796－39－2050
FAX 0796－39－2150

香美町香住地域福祉センター内 

香住支所 
〒669－6545
香美町香住区森31－1

TEL 0796－36－2758
FAX 0796－36－1019

香美町香住地域福祉センター内 

ブライダルショップ“ドリーム”（貸衣裳） 
TEL.FAX 0796－36－2800

香住老人福祉センター内 

村岡支所 
〒667－1311
香美町村岡区村岡305－1

TEL 0796－98－1000
FAX 0796－98－1477

香美町村岡老人福祉センター内 

小代支所 
〒667－1543
香美町小代区忠宮287

TEL 0796－97－2202
FAX 0796－97－3294

いこいの里内 

各種相談は町内どこでも受けられ

ます。各支所にお気軽にご相談く

ださい。

※秘密は厳守します。

※相談はいずれも無料です。

心配ごと相談 

結 婚 相 談  

弁護士相談 
※要予約（１人30分） 

香住支所 
TEL 0796-36-2758

村岡支所 
TEL 0796-98-1000

小代支所 
TEL 0796-97-2202

とき：10月14日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：香住老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：10月22日（木） 
　　13：30～16：00 
ところ：香住老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：10月13日（火） 
　　13：00～16：00 
ところ：香住老人福祉センター 
担当者：前田貞夫弁護士 

とき：11月４日（水） 
　　13：00～16：00 
ところ：村岡老人福祉センター 
担当者：生駒和雄弁護士 

とき：10月23日（金） 
　　13：00～16：00 
ところ：いこいの里 
担当者：木下靖章弁護士 

とき：10月７日（水） 
　　　10月28日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：村岡老人福祉センター 

とき：10月８日（木） 
　　9：30～12：00 
ところ：村岡老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：10月21日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：いこいの里 

とき：10月15日（木） 
　　13：30～16：00 
ところ：いこいの里 

お問い合わせは、こちらへ

ホームページアドレス　http://www.kami－shakyo.org/

遺 言 相 談 所 の ご 案 内 

申込・お問い合わせ先 
　香美町社会福祉協議会　村岡支所 電話０７９６－９８－１０００ 

費　用 無　　料 

相談員 豊岡公証役場 
公証人 荒木　一則 氏 

場　所 村岡老人福祉センター 
（香美町村岡区村岡305-1） 

相談時間 １人30分程度 
※予約が必要ですので、10月５日（月） 
　までにお申込ください。 

と　き 平成21年10月９日（金） 
午後１時30分～午後４時 

遺言って？ 遺言って？ 遺言って？ 
遺言とは、人の生前における最終的な

意思を尊重して、遺言者の死後にその

意思を実現させるための制度です。 

相続、遺言の方法についての相談ができ
ます。お気軽にご利用ください。 


